
 

一般社団法人 GOLD 日本委員会 

 

 

 

2022 年度 

事 業 報 告 書 

計 算 書 類 

監 査 報 告 書 
 
 
 
 
 
 

自 2022 年 4 月 01 日 

至 2023 年 3 月 31 日 



1 

一般社団法人 GOLD 日本委員会 

2022 年度 事業報告書 
 （2022年 4月 1 日～2023 年 3月 31 日） 

 
Ⅰ. 法人の状況に関する重要な事項（事業の経過及びその成果） 
 
1. 認知度把握調査事業 
1-1. COPD 認知度把握調査（付属資料 1 参照） 
概  要：健康日本 21（第二次）の指標として取り上げられた GOLD 日本委員会の調査と同じ 

方法論で認知度の推移を調べた。 
実施時期：2022 年 12 月 13 日～14 日 
内  容：全国 10,000 人の成人男女を対象としたインターネット調査 
結  果：2022 年 12 月の COPD 認知度は 34.6％ 
 
2. 啓発事業 
2-1. ホームページによる情報発信 
概  要：年間通じてホームページ（www.gold-jac.jp）で COPD の疾患情報、統計情報等の発信、 

また各地で行われるイベント情報の発信を行った。 
イベント情報の発信を充実させるため、イベント登録を促進した。 

結  果：2022 年度アクセス数（2022 年 8 月 15 日現在） 
     アクセス数：60,251PV  ユニークユーザー数*：35,406 UU 
     *月次ユニークユーザー数の累計。月ごとで重複あり 
     ※サーバーに障害が発生し、アクセス集計機能が止まったため８月までとなっております。 
ホームページからの転載許可申請数：14 件 
     ・COPD 集団スクリーニング質問票（COPD-PS） 9 件 
     ・COPD 認知度推移グラフ                       3 件 

・日本における COPD 死亡者数                 １件 
・日本のたばこ消費量と COPD 死亡者数の推移    １件 

 
2-2. 日本 COPD サミット WEB セミナーの開催 （付属資料 2 参照） 
実施概要：世界 COPD デー前後に開催していた「日本 COPD サミット」を WEB セミナーとして  

インターネットで全国配信。視聴場所を限定せずに情報を提供できるメリットを生かし、
多くの方に COPD について知っていただく機会とした。 

     プログラムは事前収録して 75 分番組としてまとめ、世界 COPD デーに 2 回配信。希望者
の中から抽選で 20 名の方にピンバッジをプレゼントした。 

主  催：一般社団法人 GOLD 日本委員会、一般社団法人日本呼吸器学会、 
公益財団法人日本呼吸器財団、一般社団法人日本呼吸ケア・リハビリテーション学会 

テ ー マ：COPD と向き合う人生 100 年時代 
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日  時：2022 年 11 月 16 日（水） 〔1 回目〕14：00～15：15〔2 回目〕20：00～21：15 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ：開会の辞 植木 純 先生（一般社団法人 GOLD 日本委員会 代表理事） 

講演 1「地域住民調査からみたタバコによる健康障害」 
演者：室 繁郎 先生（奈良県立医科大学 呼吸器内科学講座 教授） 
講演 2「WITH コロナ時代の健康増進術」 
演者：佐野 裕子 先生（順天堂大学大学院医療看護学研究科 

臨床病態学分野リハビリテーション系 准教授） 
講演 3「肺のエイジングと COPD」 
演者：山本 寛 先生（東京都健康長寿医療センター 呼吸器内科 部長） 
閉会の辞 福地 義之助 先生（一般社団法人 GOLD 日本委員会 名誉会長） 

対  象：一般、自治体健康政策担当者、医療関係者 
告  知：〔開催案内チラシの配布〕 
     ・配布日 2022 日年 10 月 3 日（月） 
     ・配布先 全国自治体（1963 件）、会員他関係者（37 件）、健康保険組合（2409 件） 
     〔Twitter プロモーション広告〕 

・配信日 ①2022 年 10 月 8 日～10 月 21 日  ②2022 年 11 月 1 日～11 月 14 日 
参加者数：237 名（視聴申込数 409 名、視聴率 58％） 
 
【収支報告】 

収入の部 （単位：円、税込み） 

費 用 項 目 金 額 備 考 

主催負担開催費 3,800,000 

GOLD 日本委員会 150 万円 
日本呼吸器学会   150 万円 
日本呼吸器財団    40 万円 
日本呼吸ｹｱ･ﾘﾊ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ学会       

40 万円 

合   計 3,800,000  

 

支出の部 （単位：円、税込み） 

費 用 項 目 金 額 備 考 

動画コンテンツ作成・配信費用 1,865,000  

ランディングページ作成・管理費 176,000  

講師謝礼・交通費 390,000  

ﾁﾗｼ・ﾎﾟｽﾀｰ印刷・発送費、Twitter ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ 1,083,000  

事務局費 250,000  

調整費 36,000  

合   計 3,800,000  
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3. 啓発支援事業 
3-1. GOLD 日本委員会オリジナル啓発資材等の案内・提供 
概  要：啓発活動のノウハウや GOLD 日本委員会オリジナル啓発資材等の案内・提供 
実施時期：2021 年度 
内  容：①啓発ツールの作成および提供： 
      啓発資材を希望する自治体や団体等に、ホームページ上で啓発活動の登録を行うことを

条件に、以下の啓発資材を提供した。 
     ②啓発活動の登録数：8 件 

啓発資材を希望する自治体には、ホームページ上で啓発活動の登録を行うことを条件に 
以下の啓発資材を提供した。自治体以外にも医療機関、健康保険組合、患者団体などに 
資材提供した。 
 

〔有償で提供した啓発ツール〕 
 提供方法：ホームページでイベント・プラン登録後に変遷する啓発ツール申し込みフォームから  

注文を受け付け、宅配便等で発送 
 申込件数：3 件 

提供資材 
2022 年度 
作成数 

実費 送料 
2022 年度 
提供数 

４つ折りリーフレット 
「肺の病気 COPD ってな
んだろう」 

0 部 10 円 / 冊 実費 300 冊 

GOLD リボン 
ピンバッジ 

0 個 100 円 / 個 実費 32 個 

 
〔無償提供した啓発ツール〕 
 提供方法：イベント・プラン登録者に自動配信メールでダウンロードページを案内 

提供資材 仕様 

世界 COPD デー ポスター PDF データ 2 種 

勉強会用パワーポイント Microsoft PowerPoint データ 

ポスター・チラシ テンプレート Microsoft Word データ各 2 種 

肺年齢チェック体験説明書（検査質問票） PDF データ 

COPD 集団スクリーニング質問票（COPD-PS） PDF データ 

 
〔有償啓発ツール提供先〕3 件 
〔啓発ツール在庫数〕 リーフレット：1,048 部 小冊子：143 冊 ピンバッジ：820 個 
〔啓発活動の登録数〕 2022 年度に登録されたイベント数 8 件 
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●年度別啓発活動登録数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔2022 年度の啓発活動登録一覧〕 

実施日 イベントタイトル 都道府県 実施団体 

7/14 学術講演会 山梨県 山梨県臨床内科医医会 

9/10～17 第 40 回沖縄呼吸ケアセミナー 沖縄県 NPO沖縄呼吸ケア研究会 

11/1～30 区報掲載及び区役所内掲示 東京都 豊島区保健福祉部 
地域保健課 

9/1～3/31 禁煙チャレンジ 東京都 清瀬市生涯健幸部 
健康推進課 

11/7～18 COPD 啓発展示 香川県 丸亀市健康福祉部健康課 

11/15～30 COPD の周知 東京都 国際興業健康保険組合 

11/4～30 世界 COPD デー 愛知県 名古屋市健康福祉局 
健康部健康増進課 

11/16 肺の健康を保つために ～「肺活」を学びませんか～ 大阪府 堺市健康部健康推進課 

 
 
3-2. 自治体他の啓発活動支援 
3-2-1. 港区 COPD 講演会の後援および講師派遣 
概  要：みなと保健所が主催する一般向け啓発イベントを後援し、協力した。 
実施時期：令和 4 年 11 月 22 日（火）14：00～16：15 
会  場：みなと保健所 3 階 多目的室 
タイトル：それって風邪ですか？  

C O P D
シーオーピーディ

(慢性閉塞性肺疾患)を学び、呼吸リハビリテーションを体験しよう！ 

講  師：順天堂大学大学院 医療看護学研究科 教授  植木  純 先生 

順天堂大学大学院 医療看護学研究科 准教授 佐野 裕子 先生 
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4. その他の活動報告 
4-1. 会員募集および管理業務 
2022 年度の会員数は以下のとおり。 
 ・賛助会員（ゴールド会員）：5 企業  AZ, GSK, ﾉﾊﾞﾙﾃｨｽﾌｧｰﾏ, NBI, 帝人ﾌｧｰﾏ 
 ・賛助会員（シルバー会員）：0 企業   
 ・賛助会員（ブロンズ会員）：6 企業  大塚製薬, 杏林, ﾁｪｽﾄ, ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ, ｻﾉﾌｨ, 野村貿易 
 ・正会員：35 名・団体 
 
4-2. 後援名義等の使用承認 
2022 年度に以下の 6 件の後援名義使用承認を行った。 

許可 
番号 

後援/ 
共催 

申請者 事業名 承認日 
承認の 
条件 

開催日 

0034 共催 
アストラゼネ
カ 

読売新聞での広告タイアップ 
肺の生活習慣病「COPD」 
「知らなくて未治療」を減らす 

2022.7.14 
特に 
なし 

2022.10.29 

読売新聞での広告タイアップ 
肺の生活習慣病「COPD」 
治療は自分のため、家族のため 

2022.11.6 

0035 後援 
港区みなと保
健所 健康推進
課 

健康講座「それって風邪ですか？ 
COPD(慢性閉塞性肺疾患)を学び、呼吸
リハビリテーションを体験しよう！」 

2022.9.12 
特に 
なし 

2022.11.22 

0036 後援 
環境再生保全
機構 予防事業
部 

COPD啓発にかかる新聞広告 2022.10.31 
特に 
なし 

2023.2.20 

0037 後援 岐阜県医師会 
令和 4年度岐阜県医師会県民公開講座「教
えて！COPD～ガンだけじゃない！タバ
コでおこるコワーイ肺の病気～ 

2022.10.31 
特に 
なし 

2023.2.1- 

0038 後援 
アストラゼネ
カ 

m3.com 循環器専門医師向けCOPD啓発
動画コンテンツ 

2022.12.7 
特に 
なし 

2023.1～3 

0039 後援 
アストラゼネ
カ 

m3.com 循環器専門医師向けCOPD啓発
動画コンテンツ 

2023.1.5 
特に 
なし 

2023.3～6 
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4-3. Twitter による情報発信 
Twitter ID：@jac_gold（https://twitter.com/jac_gold） 
2019 年 10 月 28 日より利用開始。 
基本ツイートは bot を使用して自動ツイートし、 
たまにイベント情報や、有益な情報と思われる内容を 
手動でリツートなどしている。 
 
ツイート内容は、ホームページに掲載の内容やガイド 
ラインからのピックアップ、COPD に関する動画紹介 
などを発信している。 
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Ⅱ. 業務適正を確保するための体制の整備についての決議の内容の概要 

 
1. 役員等に関する事項 

役職 氏名 
常勤/ 
非常勤 

就任年月日 報酬 担当職務 現職名 

理事 福地 義之助 非常勤 2012.10.09 無 名誉会長 順天堂大学名誉教授 

理事 植木 純 非常勤 2012.10.09 無 代表理事 
順天堂大学名誉教授 
大学院医療看護学研究科 特任教授 

理事 一ノ瀬 正和 非常勤 2012.10.09 無  大崎市民病院 アカデミックセンター監理官 

理事 木田 厚瑞 非常勤 2012.10.09 無  
呼吸ケアクリニック東京 臨床呼吸器疾患研究所  
理事長 

理事 木村 弘 非常勤 2016.06.21 無  
結核予防会 複十字病院 呼吸不全管理センター長/ 
SAS 治療センター長 

理事 佐野 裕子 非常勤 2022.6.28 無 
業務執行
理事 

順天堂大学大学院 医療看護学研究科  
臨床病態学分野リハビリテーション系 准教授 

理事 茂松 茂人 非常勤 2022.6.28 無  公益社団法人日本医師会 副会長 

理事 永井 厚志 非常勤 2012.10.09 無  東京女子医科大学名誉教授 

理事 長瀬 隆英 非常勤 2012.10.09 無  信州大学医学部 内科学第一教室 非講師 

理事 西村 正治 非常勤 2012.10.09 無  北海道呼吸器疾患研究所 理事長 

理事 長谷川 好規 非常勤 2018.06.25 無  
独立行政法人 国立病院機構 理事 
名古屋医療センター 院長 

理事 平井 豊博 非常勤 2019.06.24 無  京都大学大学院医学研究科 呼吸器内科学 教授 

理事 三嶋 理晃 非常勤 2012.10.09 無  社会福祉法人恩賜財団大阪府済生会野江病院 総長 

監事 工藤 翔二 非常勤 2012.10.09 無  公益財団法人結核予防会 代表理事 

 
 
2. 事務局業務に関する事項 
会計事務を含む事務局業務を外部業者である株式会社アース・ワン・オフィスに委託した。 
委託先：〒160-0022 東京都新宿区新宿 2-12-8・8F 
    株式会社アース・ワン・オフィス 
    TEL：03-5360-4334 FAX：03-5360-4336 
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3. 会議等に関する事項 
会議名 
開催年月日 

議事事項 

第 1 回通常理事会 
2022.5.24 発議 
 

【書面決議】 
植木代表理事より理事・監事の全員に対して理事会の決議の目的である事項について、下記内容の提案
書を発し、当該案件につき、令和 4 年 5月 31 日までに理事全員から電磁的記録により同意する旨意思
表示を、また監事から電磁敵記録により異議がない旨、意思表示を得たので、一般社団法人及び一般財
団法人に関する法律 96 条及び当法人定款第 38 条に基づき、当該提案を可決する旨の理事会の決議が
あったものとみなされた。 
 
1. 理事会の決議があったものとみなされた事項 
（1）2021 年度 事業報告書及び決算報告書承認について 
（2）2022 年度 事業計画書および収支予算案承認について 
（3）任期満了に伴う理事選任について 

下記の者を理事候補として選任した。 
   一ノ瀬 正和、今村 聡、植木 純、木田 厚瑞、木村 弘、永井 厚志、長瀬 隆英、 

西村 正治、橋本 修、長谷川 好規、平井 豊博、福地 義之助、三嶋 理晃 
 

定時社員総会 
2022.6.28 
【Web会議】 
 
 
 
 
 

定刻に至り、事務局より本日の社員総会は定足数に達している旨報告があり、定款の規定により代表理
事 植木純が議長として選任された。 
議長は、本定時社員総会は適法に成立したので、開会する旨を宣言し、直ちに議事に入った。 
 
1. 第１号議案 2021 年度事業報告承認の件 
議長の指名により、事務局から配布資料に基づき説明があった。議長が報告について賛否を諮った
ところ満場一致をもって承認された。 

2. 第２号議案 2021 年度決算報告書承認の件 
議長の指名により、事務局から配布資料に基づき説明があった。議長が報告について賛否を諮った
ところ満場一致をもって承認された。 

3. 第３号議案 2022 年度事業計画について 
議長の指名により、事務局から配布資料に基づき説明があった。議長が報告について賛否を諮った
ところ満場一致をもって承認された。 
▷COPD認知度把握調査、ホームページによる情報発信は引き続き継続。 
▷HP について、動画の掲載をし易くするなど情報発信力を高めるための改修の準備を進める。 
▷日本 COPD サミットWEB セミナーの開催 
▷第 32 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会にて COPD に特化したｾｯｼｮﾝを企画 
▷啓発資材等の案内・提供は引き続き継続。 
▷港区 COPD 講演会の後援および講師派遣について 11月予定 
 

4. 第 4 号議案 2022年度収支予算案について 
議長の指名により、事務局から配布資料に基づき、2022 年度収支予算について説明された。 
議長が収支予算書についての賛否を諮ったところ、出席社員全員意義なく、満場一致をもって承認
可決された。 
 

5. 任期満了に伴う理事選任候補者承認の件 
 議長は理事の全員が本定時社員総会の終結と同時に任期満了し退任することになるので、その改選
の必要があることを述べ、下記 11 名を再選（重任）につき、その可否を諮ったところ、出席社員全
員意義なく満場一致をもって、下記のとおり選任可決した。 
理事 一ノ瀬 正和、植木 純、木田 厚瑞、木村 弘、永井 厚志、長瀬 隆英、西村 正治、 

長谷川 好規、平井 豊博、福地 義之助、三嶋 理晃 
 
また、議長は、新たに理事 2名を選任したい旨を述べ、下記の者を指名し、その可否を議場に諮った 
ところ、出席社員全員意義なく満場一致をもって、下記の通り承認可決した。 
理事 茂松 茂人、佐野 裕子 

 
以上 

 



9 

第 2 回通常理事会 
2022.6.28 
【Web会議】 
 
 
 
 
 

1. 第１号議案 代表理事 選定の件 
議長は、今般代表理事 植木純が理事の任期満了により代表理事の資格を喪失し、退任することにな
るので、 改めて当法人の代表理事として下記の者を選定したい旨を述べ、その賛否を議場に諮った
ところ、満場一致をもって承認可決された。なお、被選定者は、席上その就任を承諾した。 

  代表理事 植木 純 
 
2. 第 2 号議案 業務執行理事 選定の件 
  議長は、本日開催の 2022 年度 定時社員総会において理事が改選されたため、改めて定款の規定に
基づき 業務執行理事 として下記の者を選定したい旨を述べ、その賛否を議場に諮ったところ、満場
一致をもって承認可決された。 

  業務執行理事 佐野 裕子 
以上 

 



令和４年度決算報告書

一般社団法人 ＧＯＬＤ日本委員会

自　令和４年４月　１日

至　令和５年３月３１日
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（単位：円）

科           目 金       額 科          目 金       額

（資産の部） （負債の部）

流動資産 流動負債

  買掛金 176,000

  現金預金 7,112,020   未払金 0

  未払法人税等 70,000

  貯蔵品 96,300

負債合計 246,000

（正味財産の部）

  一般正味財産 6,962,320

  正味財産合計 6,962,320

資産合計 7,208,320 負債・正味財産合計 7,208,320

貸  借  対  照  表
（令和５年３月３１日現在）



（単位：円）

当年度 前年度 増　減

Ⅰ 一般正味財産増減の部

1 計上増減の部

(1) 経常収益

① 受取会費

特別賛助会費 0 0 0

賛助会費 5,600,000 6,000,000 -400,000

一般会費 68,000 78,000 -10,000

② 事業活動収入

特別企画収入 0 2,200,000 -2,200,000

共催負担金 2,300,000 1,900,000 400,000

寄付金 0 0

物品販売収入 9,580 0 9,580

③ 雑収益

受取利息 69 55 14

経常収益計 7,977,649 10,178,055 -2,200,406

(2) 経常費用

① 事業費

特別企画費用 0 2,185,150 -2,185,150

イベント運営費 3,618,450 3,382,500 235,950

関連学会ブース出展費 262,226 0 262,226

啓発支援事業費 61,591 55,346 6,245

認知度調査費用 335,500 335,500 0

ホームページシステム改修費 13,200 13,200 0

旅費交通費 0 0 0

物品販売等事業費 8,712 0 8,712

調査研究費 0 0 0

② 管理費

運営費 2,112,000 2,112,000 0

通信費 31,090 27,710 3,380

旅費交通費 245,890 50,260 195,630

交際費 16,500 0 16,500

会計決算費用 220,000 220,000 0

法人登記費用 65,000 65,000 0

法人税等 70,000 70,000 0

支払手数料 32,890 31,570 1,320

雑費 3,188 2,629 559

経常費用計 7,096,237 8,550,865 -1,454,628

当期経常増減額 881,412 1,627,190 -745,778

当期一般正味財産増減額 881,412 1,627,190 -745,778

一般正味財産期首残高 6,080,908 4,453,718 1,627,190

一般正味財産期末残高 6,962,320 6,080,908 881,412

正味財産増減計算書
令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで

科　　　目



(1) 重要な会計方針

① 消費税の会計処理
消費税の会計処理は税込処理を採用しています

(2) 関連当事者との取引内容

該当事項なし

財務諸表に対する注記



（単位：円）

金　　額

（流動資産）

現金 手許保管 0

預金 普通預金

　三井住友銀行　神保町支店 運転資金として 6,797,010

当座預金

　ゆうちょ銀行 ０一九店 運転資金として 315,010

7,112,020

貯蔵品 １０３．６８円／個×８２０個 ＧＯＬＤピンバッチ 85,017

貯蔵品 １４．５５３円／冊×１４３冊 「COPDってなんだろう」小冊子 2,081

貯蔵品 ８．７８１円／冊×１，０４８部 四つ折りリーフレット 9,202

96,300

流動資産合計 7,208,320

　　資産合計 7,208,320

（流動負債）

買掛金 事業費・管理費費用の掛金額 176,000

未払金 管理費に係る費用の未払い 0

176,000

未払法人税等 70,000

流動負債合計 246,000

　　負債合計 246,000

　　正味財産合計 6,962,320

貯蔵品合計

買掛未払合計

東京都　法人都民税均等割他

財　　産　　目　　録

令和５年３月３１日現在

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等

預金合計
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